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１．はじめに  

 クレセント工法は，球体機構に内蔵したカッタ装

置を本線トンネル用シールド掘削機に組込み，あわ

せて，本線セグメント外側に三日月形の拡幅セグメ

ントを別個に組み立て，あとから（掘削との並行も

可能）本線部と拡幅部を結合する方式の地中でシー

ルドトンネルを非開削で拡張する工法である（図１

参照）．このことより，テール部を分割，拡張する

という構造の課題を解決し，例えば道路トンネルに

おける非常駐車帯の拡幅部を部分的にかつどこで

も繰り返し構築することが可能である． 

拡幅部は地山側に摺動して押し出され，また拡幅

セグメント組立が終わると引き戻される．この繰り

返し摺動が行われる拡幅部分に関して止水性の確

保が重要な課題であることから，摺動部分に２種類

のシールを設置する事を立案し，その考えのもと実

験機を製作し，実験を行った．  

図１ クレセント工法概要図（摺動部止水シール位置図） 

 

２．実験目的  

 拡幅部は，本線トンネル掘進時

には停止した状態であり，拡幅作

業に関して，拡幅作業開始時に１

回，拡幅作業終了時に 1回それぞ
れ摺動し押出し・引戻しの動作が

行われる． 
摺動部における止水性を確保す

る目的として，実機では２種類の

シールを並列して設置する（図２

参照）．１つは土砂・裏込注入材等

の機内への流入を防ぐ為のシール

（縦型ブラシ）であり， 
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２つ目は縦型ブラシの隙間を通過した泥水等を止水するシール（加圧シール）である．今回の実験はこの２種類

のシールについて，それぞれ停止状態及び摺動状態における止水性の評価を行うことを目的とした． 
 

３．実験内容  

 実験装置は図２に示すように，一面が開放された水槽であり，開放された部分にシールが設置できるようにな

っている．シールは１種類ずつ設置され，その水槽の中に拡幅部分を模擬した中子を押出し・引戻しできるよう

になっている．水槽の中に清水を充填し水圧をかけ，シール部分からの漏水量を計測し評価した． 

 

表１ 実験パラメータ 

シール材 水圧（MPa） 摺動 偏心 

１． 縦型ブラシ 

２． 加圧シール 

0.1～1.0 MPa １． 停止状態 

２． 摺動(40mm/min)

１． 偏心無し 

２． 偏心有り(15mm) 

 
 

４．実験結果と考察  

 実験を行った結果，縦型ブラシでの止水実験では

偏心無しの条件ではあるが停止状態においては，

1.0MPa の水圧作用下まで漏水が見られなかった．摺

動時では，引抜時にブラシが反転し 0.6MPa 以上の水

圧作用下にて漏水が発生した．0.6MPa 以上の水圧作

用下では，縦型ブラシのみ設置した状態において挿

入・引抜での完全な止水は困難であるが，実験後の

ブラシの状況から土砂等の流入を防止できる状態に

はあると推測される． 

 加圧シールでの止水実験では，偏心の有無，摺動

の有無に関わらず 1.0MPa の水圧作用下で漏水が見

られず，止水シールとしての目的を達しており拡幅

部分の止水性を確保できることが確認された． 

表２ 実験結果総括

シール材 耐水圧水圧（MPa） 

縦型ブラシ 1.0 MPa 停止状

縦型ブラシ 0.6 MPa 摺動状

加圧シール 1.0 MPa 停止・

５．おわりに  

 拡幅摺動部における止水実証実験の結果から，今回の試験にて

（1.0MPa）でも摺動時の止水性が保たれることが確認できた．高水

まで想定されることは無い条件であったが，昨今必要とされてきて

かせない技術になると考えられる．今後はさらにシールの詳細部分

高い止水構造を確立してゆきたい．また，本工法において，三日月

される箇所は，シール構造が複雑となりここでも高度な止水技術が

日月形セグメント部テールシールについて，止水実証実験を行い報
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中子（拡幅部を模擬したもの）
図３ 実験装置全景 

 

条件 

態 偏心無し 

態 偏心無し 

摺動共 偏心有・無共 

使用した２種類のシールによって，高水圧下

圧下において繰り返し摺動する部分は，これ

いる拡幅・分岐等の非開削工法の開発では欠

について改善を行い，より経済的で確実性の

形のセグメントが拡幅部から地山側に押し出

必要とされる．今回の実験に引き続きこの三

告する予定である． 
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